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（平成２９年１月末実績参考）
組合員数 6,609名（団体含）

68,273百万円
17,832百万円

2,270.2億円

● 貯金残高
● 貸出金残高 
● 長期共済保有高 

1,844,434千円
106,182千円

138名

● 購買品供給高
● 販売品取扱高
■ 職員数（パート除く） 

豊かな自然・・・そして ふれあいJA白山
広 報
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【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

平
成
29
年
役
員
改
選
実
施
日
程
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

人
事
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

Ｊ
Ａ
白
山
合
併
10
周
年
記
念
式
典
に
お
け

る
被
表
彰
者
の
選
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

固
定
化
債
権
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
保

証
免
除
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

㈲
河
内
農
村
振
興
公
社
か
ら
の
脱
退
に
つ

い
て

【
報
告
事
項
】

①　

平
成
29
年
１
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

②　

平
成
29
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

③　

総
代
選
出
報
告
に
つ
い
て

④　

支
店
運
営
委
員
選
任
決
定
に
つ
い
て

⑤　

組
合
員
出
資
１
口
の
金
額
の
変
更
に
関
す
る
検
討
に

つ
い
て

⑥　

平
成
30
年
度
職
員
採
用
方
針
に
つ
い
て

⑦　

支
店
運
営
委
員
及
び
総
代
と
の
意
見
交
換
会
の
意
見

集
約
に
つ
い
て

⑧　

平
成
29
年
度
営
農
座
談
会
開
催
報
告
に
つ
い
て

⑨　

白
山
市
道
の
駅「（
仮
称
）白
山
」の
設
置
に
つ
い
て

⑩　

そ
の
他

第
12
回
理
事
会

日
時
／
平
成
29
年
2
月
24
日（
金
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

　
２
月
３
日
、
蝶
屋
支
店
、
吉
野
谷
公
民
館
、
２
月
４
日
、
鳥
越
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
、
一
の
宮
公
民
館
、

鳥
越
公
民
館
、本
店
に
お
い
て
営
農
座
談
会
を
開
催
し
、28
年
度
の
営
農
概
況
、29
年
度
営
農
事
業
方
針
、

平
成
29
年
度
米
生
数
量
目
標
配
分
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
の
座
談
会
で
の
質
疑

応
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
30
年
か
ら
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
、

助
成
金
は
な
い
の
か
。

米
の
直
接
支
払
交
付
金
は
な
く
な
り
ま

す
。そ
の
他
の
補
助
金
は
継
続
さ
れ
る
見

込
み
で
す
。

新
幹
線
の
建
設
部
分
、
建
設
用
の
土
地

は
生
産
調
整
対
象
と
な
る
の
か
。

高
架
橋
部
分
だ
け
で
な
く
、エ
事
用
の
取

り
付
け
道
路
等
も
対
象
と
な
る
。

石
川
65
号
の
栽
培
に
つ
い
て
。

種
が
十
分
確
保
で
き
れ
ば
今
後
広
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
29
年
度

産
に
つ
い
て
は
少
量
の
種
子
配
分
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、当
Ｊ
Ａ
で
は
個
人
乾
燥
・

調
製
で
き
る
大
規
模
生
産
者
で
栽
培
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

鶴
来
・
河
内
管
内
で
集
荷
率
が
前
年
比

よ
り
低
く
な
っ
た
理
由
は
。

大
規
模
農
家
の
Ｊ
Ａ
出
荷
量
が
減
少
し

た
た
め
。

2月4日 本店にて 2月3日 蝶屋支店にて

営
農
座
談
会
が
開
催
さ
れ
る

営
農
座
談
会
が
開
催
さ
れ
る

営
農
座
談
会
が
開
催
さ
れ
る

■ 各地区での質疑応答より ■

QAAAA

AAAA Q

QQQ

QQQ東　保之講師

　
２
月
22
日
蝶
屋
支
店
、
24

日
本
店
、
３
月
３
日
に
鳥
越

公
民
館
で
園
芸
栽
培
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
園
芸
作

物
導
入
に
よ
る
「
白
山
農
業
」
の
活
性
化
・
園
芸
振
興
に

よ
る
農
家
所
得
増
大
を
目
的
に
、
園
芸
の
基
礎
か
ら
専
門

的
な
講
習
や
、「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
出
荷
者
登
録

と
そ
の
な
が
れ
、
園
芸
作
物
拡
大
へ
の
支
援
事
業
の
説
明

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
蝶
屋
支
店
の
栽
培
講
習
会
で
は
、
吉
本
営
農
部
長
よ
り

「『
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
』
や
蝶
屋
・
手
取
A
コ
ー
プ
、

平
成
30
年
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る
道
の
駅
等
、
生

産
物
を
出
荷
す
る
受
け
皿
は
多
く
、
こ
の
講
習
会
で
良
品

出
荷
と
生
産
拡
大
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
の
後
、『
北

陸
の
野
菜
づ
く
り
』
の
著
者
で
元
・
翠
星
高
校
教
諭
の
東 

保
之
先
生
の
講
習
会
も
行
わ
れ
、
肥
料
の
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
や
量
、
自
分
の
畑
に
適
し
た
作
物
を
見
極
め
る
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
本
店
で
行
わ
れ
た
「
専
門
編
」
で
は
、ナ
ス・キ
ュ
ウ
リ
・

ト
マ
ト
に
つ
い
て
植
え
付
け
の
準
備
か
ら
生
育
中
の
管
理

を
中
心
に
、
土
壌
Ｅ
Ｃ
を
使
っ
て
ｐ
Ｈ
値
と
、
肥
料
の
量
・

濃
度
を
測
定
し
て
対
処
す
る
こ
と
が
、
健
全
・
高
品
質
で

美
味
し
い
野
菜
・
果
実
の
安
定
栽
培
に
役
立
つ
こ
と
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

園
芸
栽
培
講
習
会
今
春
の
出
荷
に
向
け
て

園
芸
栽
培
講
習
会
今
春
の
出
荷
に
向
け
て

園
芸
栽
培
講
習
会
今
春
の
出
荷
に
向
け
て

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
　家
庭
菜
園

ソ
バ
の
刈
取
り
が
遅
い
の
で
、刈
取
り
適

期
に
間
に
合
う
よ
う
に
で
き
な
い
の
か
。

播
種
時
期
を
含
め
生
産
者
と
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
適
期
刈
取
り
に
努
め
ま
す
。

大
型
農
機
購
入
対
策
の
８
％
と
４
％
の

違
い
は
。

国
・
県
・
市
の
補
助
が
あ
る
場
合
は
、

補
助
金
控
除
後
の
販
売
価
格
に
対
し

４
％
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

顆
粒
除
草
剤
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

水
口
か
ら
水
と一緒
に
流
し
込
み
散
布
す

る
省
力
型
の
除
草
剤
で
す
。

パ
ワ
ー
ウ
ル
フ
の
か
わ
り
に
な
る
薬
剤

は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
。

低
コ
ス
ト
を
図
る
に
は
「
ガ
ン
ガ
ン
１
キ

ロ
粒
剤
」に
な
り
、効
果
な
ら「
シ
リ
ウ
ス

エ
グ
ザ
１
キ
ロ
粒
剤
」に
な
り
ま
す
。

大
玉
ト
マ
ト
作
り
成
功
の
ポ
イ
ン
ト

板
木
技
術
士
事
務
所
● 
板 
木

　利 

隆

　
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
４
点
で
す
。
作
業
の

順
を
追
っ
て
述
べ
ま
し
ょ
う
。

⑴
元
肥
の
施
し
方

　
ト
マ
ト
の
根
系
は
、
土
中
で
縦
型
に
深
く
分
布

す
る
の
で
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
形
成
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
過
乾
、
過
湿
に
耐
え
る
健
全
な
育
ち
に
す

る
こ
と
が
で
き
、
各
花
房
の
果
実
を
確
実
に
着
果
、

肥
大
さ
せ
、
尻
腐
れ
や
裂
果
な
ど
の
障
害
を
防
げ

ま
す
。
２
列
植
え
の
畝
の
中
央
に
、
幅
40
㎝
、
深

さ
30
㎝
ぐ
ら
い
の
溝
を
掘
り
、
粗
大
有
機
質（
稲

わ
ら
、
刈
り
草
、
芋
づ
る
な
ど
の
中
熟
堆
肥
）、

油
か
す
、
化
成
肥
料
な
ど
を
早
め
に
施
し
ま
す
。

⑵
大
苗
に
し
て
定
植

　
育
苗
は
４
号
ポ
リ
鉢
で
８
〜
９
葉
展
開
ま
で

行
い
、
１
〜
２
花
開
花
し
て
か
ら
畑
に
植
え
出

し
ま
す
。
確
実
な
着
果
を
図
る
に
は
着
果
ホ
ル

モ
ン（
ト
マ
ト
ー
ン
50
倍
液
）の
散
布
が
お
勧
め

で
す
。
小
苗
定
植
で
は
後
の
生
育
バ
ラ
ン
ス
が

極
め
て
取
り
に
く
い
で
す
。

⑶
追
肥
の
適
期
を
守
る

　
早
く
施
し
過
ぎ
る
と
窒
素
成
分
が
効
き
過
ぎ
、

茎
葉
の
徒
長
を
招
き
ま
す
。
第
１
花
房
の
確
実
な

肥
大
を
見
届
け
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。
果
実
の

横
径
が
５
〜
６
㎝
以
上
に
な
っ
た
こ
ろ
が
目
安
で

す（
施
肥
量
は
１
株
当
た
り
油
か
す
ま
た
は
有
機
配

合
大
さ
じ
４
杯
、
化
成
肥
料
大
さ
じ
３
杯
ぐ
ら
い
）。

そ
の
後
生
育
の
様
子
を
見
て
15
〜
20
日
に
１
回
ぐ

ら
い
同
量
を
施
し
ま
す
。
梅
雨
中
は
与
え
な
い
こ

と
で
す
。

⑷
芽
か
き
、
薬
散
を
遅
れ
ず
に

　
脇
芽
の
伸
び
は
極
め
て
早
い
の
で
、
３
〜
４
㎝

の
長
さ
に
伸
び
る
前
に
必
ず
行
う
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
毎
日
、
少
な
く
て
も
１
日
置
き
で
す
。
特

に
５
〜
６
段
以
上
も
長
期
に
取
り
続
け
る
場
合
は
、

摘
心
し
た
上
に
出
る
物
も
必
ず
取
り
ま
す
。

　
病
害
虫
は
必
ず
発
生
し
ま
す
。
初
発
生
は
局
部

的
で
す
の
で
、
早
期
に
適
応
薬
剤
を
正
し
い
利
用

法
で
散
布
し
て
防
ぎ
ま
す
。
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【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

平
成
29
年
役
員
改
選
実
施
日
程
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

人
事
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

Ｊ
Ａ
白
山
合
併
10
周
年
記
念
式
典
に
お
け

る
被
表
彰
者
の
選
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

固
定
化
債
権
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
の
保

証
免
除
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

㈲
河
内
農
村
振
興
公
社
か
ら
の
脱
退
に
つ

い
て

【
報
告
事
項
】

①　

平
成
29
年
１
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て

②　

平
成
29
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

③　

総
代
選
出
報
告
に
つ
い
て

④　

支
店
運
営
委
員
選
任
決
定
に
つ
い
て

⑤　

組
合
員
出
資
１
口
の
金
額
の
変
更
に
関
す
る
検
討
に

つ
い
て

⑥　

平
成
30
年
度
職
員
採
用
方
針
に
つ
い
て

⑦　

支
店
運
営
委
員
及
び
総
代
と
の
意
見
交
換
会
の
意
見

集
約
に
つ
い
て

⑧　

平
成
29
年
度
営
農
座
談
会
開
催
報
告
に
つ
い
て

⑨　

白
山
市
道
の
駅「（
仮
称
）白
山
」の
設
置
に
つ
い
て

⑩　

そ
の
他

第
12
回
理
事
会

日
時
／
平
成
29
年
2
月
24
日（
金
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

　
２
月
３
日
、
蝶
屋
支
店
、
吉
野
谷
公
民
館
、
２
月
４
日
、
鳥
越
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
、
一
の
宮
公
民
館
、

鳥
越
公
民
館
、本
店
に
お
い
て
営
農
座
談
会
を
開
催
し
、28
年
度
の
営
農
概
況
、29
年
度
営
農
事
業
方
針
、

平
成
29
年
度
米
生
数
量
目
標
配
分
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
の
座
談
会
で
の
質
疑

応
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
30
年
か
ら
の
生
産
調
整
に
つ
い
て
、

助
成
金
は
な
い
の
か
。

米
の
直
接
支
払
交
付
金
は
な
く
な
り
ま

す
。そ
の
他
の
補
助
金
は
継
続
さ
れ
る
見

込
み
で
す
。

新
幹
線
の
建
設
部
分
、
建
設
用
の
土
地

は
生
産
調
整
対
象
と
な
る
の
か
。

高
架
橋
部
分
だ
け
で
な
く
、エ
事
用
の
取

り
付
け
道
路
等
も
対
象
と
な
る
。

石
川
65
号
の
栽
培
に
つ
い
て
。

種
が
十
分
確
保
で
き
れ
ば
今
後
広
め
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
29
年
度

産
に
つ
い
て
は
少
量
の
種
子
配
分
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、当
Ｊ
Ａ
で
は
個
人
乾
燥
・

調
製
で
き
る
大
規
模
生
産
者
で
栽
培
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

鶴
来
・
河
内
管
内
で
集
荷
率
が
前
年
比

よ
り
低
く
な
っ
た
理
由
は
。

大
規
模
農
家
の
Ｊ
Ａ
出
荷
量
が
減
少
し

た
た
め
。

2月4日 本店にて 2月3日 蝶屋支店にて

営
農
座
談
会
が
開
催
さ
れ
る

営
農
座
談
会
が
開
催
さ
れ
る

営
農
座
談
会
が
開
催
さ
れ
る
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２
月
22
日
蝶
屋
支
店
、
24

日
本
店
、
３
月
３
日
に
鳥
越

公
民
館
で
園
芸
栽
培
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
園
芸
作

物
導
入
に
よ
る
「
白
山
農
業
」
の
活
性
化
・
園
芸
振
興
に

よ
る
農
家
所
得
増
大
を
目
的
に
、
園
芸
の
基
礎
か
ら
専
門

的
な
講
習
や
、「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
出
荷
者
登
録

と
そ
の
な
が
れ
、
園
芸
作
物
拡
大
へ
の
支
援
事
業
の
説
明

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
蝶
屋
支
店
の
栽
培
講
習
会
で
は
、
吉
本
営
農
部
長
よ
り

「『
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
』
や
蝶
屋
・
手
取
A
コ
ー
プ
、

平
成
30
年
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る
道
の
駅
等
、
生

産
物
を
出
荷
す
る
受
け
皿
は
多
く
、
こ
の
講
習
会
で
良
品

出
荷
と
生
産
拡
大
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
の
後
、『
北

陸
の
野
菜
づ
く
り
』
の
著
者
で
元
・
翠
星
高
校
教
諭
の
東 

保
之
先
生
の
講
習
会
も
行
わ
れ
、
肥
料
の
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
や
量
、
自
分
の
畑
に
適
し
た
作
物
を
見
極
め
る
こ
と

の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
本
店
で
行
わ
れ
た
「
専
門
編
」
で
は
、ナ
ス・キ
ュ
ウ
リ
・

ト
マ
ト
に
つ
い
て
植
え
付
け
の
準
備
か
ら
生
育
中
の
管
理

を
中
心
に
、
土
壌
Ｅ
Ｃ
を
使
っ
て
ｐ
Ｈ
値
と
、
肥
料
の
量
・

濃
度
を
測
定
し
て
対
処
す
る
こ
と
が
、
健
全
・
高
品
質
で

美
味
し
い
野
菜
・
果
実
の
安
定
栽
培
に
役
立
つ
こ
と
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

園
芸
栽
培
講
習
会
今
春
の
出
荷
に
向
け
て

園
芸
栽
培
講
習
会
今
春
の
出
荷
に
向
け
て

園
芸
栽
培
講
習
会
今
春
の
出
荷
に
向
け
て

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
　家
庭
菜
園

ソ
バ
の
刈
取
り
が
遅
い
の
で
、刈
取
り
適

期
に
間
に
合
う
よ
う
に
で
き
な
い
の
か
。

播
種
時
期
を
含
め
生
産
者
と
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
適
期
刈
取
り
に
努
め
ま
す
。

大
型
農
機
購
入
対
策
の
８
％
と
４
％
の

違
い
は
。

国
・
県
・
市
の
補
助
が
あ
る
場
合
は
、

補
助
金
控
除
後
の
販
売
価
格
に
対
し

４
％
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

顆
粒
除
草
剤
と
は
ど
ん
な
も
の
か
。

水
口
か
ら
水
と一緒
に
流
し
込
み
散
布
す

る
省
力
型
の
除
草
剤
で
す
。

パ
ワ
ー
ウ
ル
フ
の
か
わ
り
に
な
る
薬
剤

は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
。

低
コ
ス
ト
を
図
る
に
は
「
ガ
ン
ガ
ン
１
キ

ロ
粒
剤
」に
な
り
、効
果
な
ら「
シ
リ
ウ
ス

エ
グ
ザ
１
キ
ロ
粒
剤
」に
な
り
ま
す
。

大
玉
ト
マ
ト
作
り
成
功
の
ポ
イ
ン
ト

板
木
技
術
士
事
務
所
● 

板 

木

　利 

隆

　
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
４
点
で
す
。
作
業
の

順
を
追
っ
て
述
べ
ま
し
ょ
う
。

⑴
元
肥
の
施
し
方

　
ト
マ
ト
の
根
系
は
、
土
中
で
縦
型
に
深
く
分
布

す
る
の
で
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
形
成
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
過
乾
、
過
湿
に
耐
え
る
健
全
な
育
ち
に
す

る
こ
と
が
で
き
、
各
花
房
の
果
実
を
確
実
に
着
果
、

肥
大
さ
せ
、
尻
腐
れ
や
裂
果
な
ど
の
障
害
を
防
げ

ま
す
。
２
列
植
え
の
畝
の
中
央
に
、
幅
40
㎝
、
深

さ
30
㎝
ぐ
ら
い
の
溝
を
掘
り
、
粗
大
有
機
質（
稲

わ
ら
、
刈
り
草
、
芋
づ
る
な
ど
の
中
熟
堆
肥
）、

油
か
す
、
化
成
肥
料
な
ど
を
早
め
に
施
し
ま
す
。

⑵
大
苗
に
し
て
定
植

　
育
苗
は
４
号
ポ
リ
鉢
で
８
〜
９
葉
展
開
ま
で

行
い
、
１
〜
２
花
開
花
し
て
か
ら
畑
に
植
え
出

し
ま
す
。
確
実
な
着
果
を
図
る
に
は
着
果
ホ
ル

モ
ン（
ト
マ
ト
ー
ン
50
倍
液
）の
散
布
が
お
勧
め

で
す
。
小
苗
定
植
で
は
後
の
生
育
バ
ラ
ン
ス
が

極
め
て
取
り
に
く
い
で
す
。

⑶
追
肥
の
適
期
を
守
る

　
早
く
施
し
過
ぎ
る
と
窒
素
成
分
が
効
き
過
ぎ
、

茎
葉
の
徒
長
を
招
き
ま
す
。
第
１
花
房
の
確
実
な

肥
大
を
見
届
け
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。
果
実
の

横
径
が
５
〜
６
㎝
以
上
に
な
っ
た
こ
ろ
が
目
安
で

す（
施
肥
量
は
１
株
当
た
り
油
か
す
ま
た
は
有
機
配

合
大
さ
じ
４
杯
、
化
成
肥
料
大
さ
じ
３
杯
ぐ
ら
い
）。

そ
の
後
生
育
の
様
子
を
見
て
15
〜
20
日
に
１
回
ぐ

ら
い
同
量
を
施
し
ま
す
。
梅
雨
中
は
与
え
な
い
こ

と
で
す
。

⑷
芽
か
き
、
薬
散
を
遅
れ
ず
に

　
脇
芽
の
伸
び
は
極
め
て
早
い
の
で
、
３
〜
４
㎝

の
長
さ
に
伸
び
る
前
に
必
ず
行
う
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
毎
日
、
少
な
く
て
も
１
日
置
き
で
す
。
特

に
５
〜
６
段
以
上
も
長
期
に
取
り
続
け
る
場
合
は
、

摘
心
し
た
上
に
出
る
物
も
必
ず
取
り
ま
す
。

　
病
害
虫
は
必
ず
発
生
し
ま
す
。
初
発
生
は
局
部

的
で
す
の
で
、
早
期
に
適
応
薬
剤
を
正
し
い
利
用

法
で
散
布
し
て
防
ぎ
ま
す
。
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息の合った作業で手際よく進みます

災害についてビデオで学ぶ（西ノ村福寿会）

美味しいお弁当で懇親会（上吉谷もみじ会）

御礼　ＪＡ白山では毎月２日を『おにぎりの日』とし県産米の消費拡大に繋げるPR運動に
参加しました。おかげさまで今年度、管内全中学校におにぎりを配付することができました。
ご協力いただいた関係各位に御礼申し上げます。

鶴
来
中
学
校
で 

お
に
ぎ
り
無
料
配
付

　
３
月
２
日
、
白
山
市
立
鶴
来
中
学
校
で
、

放
課
後
部
活
動
の
練
習
に
励
む
生
徒
た
ち

に
県
産
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
作
っ
た
お
に
ぎ

り
１
８
０
個
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
布
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
前
田
営
農
経
済
部
長
か
ら

「
校
歌
に
も
あ
る
『
加
南
の
平
野
』
の
地
、

鶴
来
で
は
白
山
麓
の
恵
み
を
た
く
さ
ん
受

け
た
美
味
し
い
お
米
が
た
く
さ
ん
取
れ
ま

す
。
白
山
の
恵
み
と
す
べ
て
の
命
に
感
謝

し
て
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
の

後
、
森
校
長
先
生
か
ら
は
、『
早
寝
早
起

き
朝
ご
は
ん
』
運
動
等
、
食
の
大
切
さ
に

つ
い
て
、
詳
し
い
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
生
徒
代
表
の
山
本 

立
さ
ん
と
上
野
谷

望
さ
ん
に
お
に
ぎ
り
が
手
渡
さ
れ
た
後
は
、

各
部
活
動
ご
と
に
分
か
れ
て
お
に
ぎ
り
を

食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

おにぎりを受け取る
山本 立さん（右）と
上野谷 望さん（左）

女 

性 

部

グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

  

閉
校
式
と
伝
統
料
理
教
室

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
サ
ロ
ンン

　
２
月
18
日
、
蝶
屋
公
民
館
で
「
伝
統
料

理
教
室  

笹
の
押
し
寿
司
・
28
年
度
閉
校
式
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
に
伝
承
す
る
笹
の
葉
押
し
寿
司
は

工
夫
と
美
味
し
さ
に
長
け
た
次
の
世
代
に

も
伝
え
た
い
伝
統
食
で
す
。
伊
奈
和
子
講

師
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
皆
さ
ん
手
際

よ
く
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
大
福

と
う
ぐ
い
す
餅
も
手
作
り
し
、
か
わ
い
ら

し
い
出
来
映
え
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら

楽
し
く
試
食
し
ま
し
た
。

　
閉
校
式
で
は
Ｊ
Ａ
白
山
女
性
部
浦
顧
問
よ

り
、
今
年
度
の
活
動
の
振
り
返
り
と
次
年
度

に
向
け
て
の
意
欲
あ
る
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
月
５
日
、
西
ノ
村
福
寿
会
、
10
日
上

吉
谷
も
み
じ
会
、
11
日
曽
谷
白
嶺
会
、
16

日
尾
口
そ
く
さ
い
に
て
サ
ロ
ン
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
で
は
福
祉
事
業
の
取
組
み
と

し
て
平
成
26
年
12
月
よ
り
、
地
域
の
方
々

が
健
康
で
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の
場
と
な

っ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
へ
の
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
催

事
や
健
康
講
座
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
体

力
増
進
や
地
域
活
性
化
が
促
進
さ
れ
る
こ

と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
現
在
数
多
く
の

町
会
が
そ
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
活
動
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
も
引
き
続

き
活
動
支
援
を
継
続
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
団
体
は
、
詳
細
に
つ
い
て
各
支
店
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

た
つ
る

う
え
の
た
に

の
ぞ
み白

山
ね
ぎ
播
種

止まらない美味しさのかき餅いろとりどりのかき餅カーテン

白
峰
雪
だ
る
ま
祭
り
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　〜
白
峰
支
店 

〜

　
２
月
３
日
、
白
峰
地
区
で「
雪
だ
る
ま
祭
り
２
０
１
７
」

が
開
催
さ
れ
、
今
年
も
地
区
住
民
で
作
ら
れ
た
大
小
様
々

な
雪
だ
る
ま
で
街
中
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
夕
闇
が
せ
ま
り
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
り
が
雪
だ
る
ま
を
優

し
く
照
ら
し
出
す
と
、
辺
り
は
幻
想
的
な
空
間
に
な
り
ま

す
。趣
あ
る
白
峰
地
区
に
か
わ
い
い
雪
だ
る
ま
が
た
く
さ

ん
並
び
、
大
勢
の
人
が
見
て
、
食
べ
て
冬
の
白
峰
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

　
白
峰
支
店
で
は
地

域
貢
献
活
動
と
し
て

毎
年
参
加
し
て
お
り
、

祭
り
に
合
わ
せ
て
職

員
が
雪
だ
る
ま
を
作

り
、県
内
外
か
ら
来
ら

れ
る
大
勢
の
来
場
者

の
方
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
月
８
日
、
蝶
屋
ネ
ギ
集
出
荷
場
に
て
白
山
ね
ぎ
の
播
種
作

業
が
始
ま
り
、
初
日
は
日
本
甜
菜
製
糖
株
式
会
社
の
小
澤
さ
ん

の
指
導
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
白
ネ
ギ
専
用
の
床
土
に
、
育
苗
箱
（
チ
ェ
ー
ン
ポ
ッ
ト
）
を

セ
ッ
ト
し
育
苗
培
土
を
詰
め
て
い
き
ま
す
。
種
は
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
さ
れ
て
お
り
ス
ラ
イ
ド
装
置
で
蒔
き
、
灌
水
後
は
シ
ー
ト
で

被
い
作
業
は
終
了
し
ま
す
。
管
内
で
は
昨
年
度
よ
り
、
播
種
か

ら
収
穫
・
出
荷
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
の
作
業
が
機
械
化
さ
れ
て
お

り
、
今
年
は
新
規
生
産
者
も
加
わ
っ
た
こ
と
や
栽
培
面
積
を
拡

大
す
る
生
産
者
に
よ
っ
て
、
昨
年
度
を
上
回
る
３・５
ha
の
作
付

け
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
か
き
餅
づ
く
り

　
Ｊ
Ａ
白
山
ア
グ
リ

サ
ポ
ー
ト
で
の
か
き

餅
づ
く
り
が
２
月
に

最
盛
期
を
迎
え
ま
し

た
。
４
５
０
㎏
の
も

ち
米
を
胡
麻
・
柚
子

・
あ
お
さ
等
を
混
ぜ

込
み
、
香
り
高
い
色
と
り
ど
り
の
２
万
５
千
枚
の
か
き
餅

に
加
工
し
、
一
枚
ず
つ
ひ
も
で
丁
寧
に
つ
る
し
て
乾
燥
し

て
完
成
し
ま
す
。
長
年
の
工
夫
と
独
自
の
製
法
で
た
い
へ

ん
美
味
し
い
と
評
判
で
、
焼
き
か
き
餅
・
揚
げ
か
き
餅
と

し
て
「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
で
販
売
さ
れ
人
気
商
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
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に
ぎ
り
を

食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

おにぎりを受け取る
山本 立さん（右）と
上野谷 望さん（左）

女 

性 

部

グ
リ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

  

閉
校
式
と
伝
統
料
理
教
室

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
サ
ロ
ンン

　
２
月
18
日
、
蝶
屋
公
民
館
で
「
伝
統
料

理
教
室  

笹
の
押
し
寿
司
・
28
年
度
閉
校
式
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
に
伝
承
す
る
笹
の
葉
押
し
寿
司
は

工
夫
と
美
味
し
さ
に
長
け
た
次
の
世
代
に

も
伝
え
た
い
伝
統
食
で
す
。
伊
奈
和
子
講

師
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
皆
さ
ん
手
際

よ
く
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
大
福

と
う
ぐ
い
す
餅
も
手
作
り
し
、
か
わ
い
ら

し
い
出
来
映
え
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら

楽
し
く
試
食
し
ま
し
た
。

　
閉
校
式
で
は
Ｊ
Ａ
白
山
女
性
部
浦
顧
問
よ

り
、
今
年
度
の
活
動
の
振
り
返
り
と
次
年
度

に
向
け
て
の
意
欲
あ
る
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
月
５
日
、
西
ノ
村
福
寿
会
、
10
日
上

吉
谷
も
み
じ
会
、
11
日
曽
谷
白
嶺
会
、
16

日
尾
口
そ
く
さ
い
に
て
サ
ロ
ン
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
で
は
福
祉
事
業
の
取
組
み
と

し
て
平
成
26
年
12
月
よ
り
、
地
域
の
方
々

が
健
康
で
楽
し
く
過
ご
す
た
め
の
場
と
な

っ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
へ
の
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
催

事
や
健
康
講
座
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
体

力
増
進
や
地
域
活
性
化
が
促
進
さ
れ
る
こ

と
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
現
在
数
多
く
の

町
会
が
そ
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
活
動
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
も
引
き
続

き
活
動
支
援
を
継
続
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
団
体
は
、
詳
細
に
つ
い
て
各
支
店
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

た
つ
る

う
え
の
た
に

の
ぞ
み白

山
ね
ぎ
播
種

止まらない美味しさのかき餅いろとりどりのかき餅カーテン

白
峰
雪
だ
る
ま
祭
り
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　〜
白
峰
支
店 

〜

　
２
月
３
日
、
白
峰
地
区
で「
雪
だ
る
ま
祭
り
２
０
１
７
」

が
開
催
さ
れ
、
今
年
も
地
区
住
民
で
作
ら
れ
た
大
小
様
々

な
雪
だ
る
ま
で
街
中
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
夕
闇
が
せ
ま
り
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
り
が
雪
だ
る
ま
を
優

し
く
照
ら
し
出
す
と
、
辺
り
は
幻
想
的
な
空
間
に
な
り
ま

す
。趣
あ
る
白
峰
地
区
に
か
わ
い
い
雪
だ
る
ま
が
た
く
さ

ん
並
び
、
大
勢
の
人
が
見
て
、
食
べ
て
冬
の
白
峰
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

　
白
峰
支
店
で
は
地

域
貢
献
活
動
と
し
て

毎
年
参
加
し
て
お
り
、

祭
り
に
合
わ
せ
て
職

員
が
雪
だ
る
ま
を
作

り
、県
内
外
か
ら
来
ら

れ
る
大
勢
の
来
場
者

の
方
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
月
８
日
、
蝶
屋
ネ
ギ
集
出
荷
場
に
て
白
山
ね
ぎ
の
播
種
作

業
が
始
ま
り
、
初
日
は
日
本
甜
菜
製
糖
株
式
会
社
の
小
澤
さ
ん

の
指
導
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
白
ネ
ギ
専
用
の
床
土
に
、
育
苗
箱
（
チ
ェ
ー
ン
ポ
ッ
ト
）
を

セ
ッ
ト
し
育
苗
培
土
を
詰
め
て
い
き
ま
す
。
種
は
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
さ
れ
て
お
り
ス
ラ
イ
ド
装
置
で
蒔
き
、
灌
水
後
は
シ
ー
ト
で

被
い
作
業
は
終
了
し
ま
す
。
管
内
で
は
昨
年
度
よ
り
、
播
種
か

ら
収
穫
・
出
荷
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
の
作
業
が
機
械
化
さ
れ
て
お

り
、
今
年
は
新
規
生
産
者
も
加
わ
っ
た
こ
と
や
栽
培
面
積
を
拡

大
す
る
生
産
者
に
よ
っ
て
、
昨
年
度
を
上
回
る
３・５
ha
の
作
付

け
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
か
き
餅
づ
く
り

　
Ｊ
Ａ
白
山
ア
グ
リ

サ
ポ
ー
ト
で
の
か
き

餅
づ
く
り
が
２
月
に

最
盛
期
を
迎
え
ま
し

た
。
４
５
０
㎏
の
も

ち
米
を
胡
麻
・
柚
子

・
あ
お
さ
等
を
混
ぜ

込
み
、
香
り
高
い
色
と
り
ど
り
の
２
万
５
千
枚
の
か
き
餅

に
加
工
し
、
一
枚
ず
つ
ひ
も
で
丁
寧
に
つ
る
し
て
乾
燥
し

て
完
成
し
ま
す
。
長
年
の
工
夫
と
独
自
の
製
法
で
た
い
へ

ん
美
味
し
い
と
評
判
で
、
焼
き
か
き
餅
・
揚
げ
か
き
餅
と

し
て
「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
で
販
売
さ
れ
人
気
商
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
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JA白山が行う支援事業について 総額 28,800,000円

事 業 費
目 的

補助内容

5,000,000円
JA集荷率の向上による共販拡大と販売力強化による生産者の所得増大
を目指す。
・JA集荷１等米に対し、100円/俵

① 集荷向上対策
事 業 費
目 的

補助内容

3,000,000円
重点野菜（丸いも、ブロッコリー、ネギ、ナス、ニンジン、グリーンピー
ス、カボチャ、なば菜、花卉、山菜）の生産拡大とブランド化を図る。
・作付面積に対し、丸いもは20,000円/5a、ネギ、ナス、ニンジン、
グリーンピースは10,000円/5a、カボチャ、ブロッコリーは
5,000円/10a、山菜、なば菜は5,000円/2a、花卉は8,000円
/1aを助成する。（生産面積単位は5aまたは10a以上での支払いと
する。但し、グリーンピース、山菜、なば菜は2a以上とする）
  出荷計画書の達成率に基づき支払う。
　  出荷計画書の50％以上80％未満で50％支払い。
　  出荷計画書の80％以上で100％支払い。

〈重点野菜・花卉等生産拡大対策〉

事 業 費
目 的

補助内容

1,000,000円
重点野菜生産拡大のために必要な機械・資材の購入に対し助成を行
い、労力軽減による生産拡大を図る。
・重点野菜生産のための機械（播種機・畝立て機・収穫機等）及び
新規生産者の資材購入に対し購入費の1/3の助成を行う。但し、
助成の上限は30万円とする。

〈重点野菜機械資材購入対策〉

事 業 費
目 的
補助内容

300,000円
新規直売所会員の増大と冬季出荷量の拡大を図る。
・新規出荷者の販売高（翌年3月締め）に対し6％を助成する。（た
だし販売高が20万円以上あること）
・直売所野菜が減少する冬季（１～３月）の販売高（加工品を除く）
に対し3％を助成する。

〈直売所生産拡大対策〉

事 業 費
目 的
補助内容

1,200,000円
園芸生産の新規就農者（就農時45才以下）に補助する。
・総額1,000,000円を３年間で支給する。
  （１年目40万円、２年目40万円、３年目20万円）

〈園芸新規就農対策〉

事 業 費
事 業 量
目 的

補助内容

300,000円
1.2ha
中山間地域に増えつつある不耕作地、耕作放棄地に歯止めをかけ、
作付可能な農地に再生するとともに農作物の生産を行う。
・不耕作地・耕作放棄地の再生、生産に対し初年度に25,000円
/10aを支払う。（ただし１筆を最低単位とし１回に限る。）

〈農地再生対策〉（平成26年～平成30年まで継続）

事 業 費
目 的

補助内容

5,000,000円
土壌改良資材の散布、基幹防除の徹底によるJA白山産米の品質向上を
図り、生産者の所得増大を目指す。
・基幹防除を実施し出荷された１等米に対し、50円/俵
・土壌改良資材散布米（堆肥散布圃場含む）１等・２等米に対し、150
円/俵
・水稲種子（合格、準合格）土壌改良資材散布籾に対し、4円/製品籾㎏

② 良質米生産対策

事 業 費
目 的

補助内容

5,000,000円
共同乾燥調製施設（ライスセンター、カントリー）の大口利用者の生産
コスト低減及び、新規利用者の拡大による施設利用の促進を図る。
・利用製品重量が13ｔ以上（複数品種可）の施設利用に対し、3円/㎏（税込）
の奨励金を交付する。又、新規の利用者に対し、3円/㎏（税込）を２年
間助成する。ただし大口・新規対象者とも保有米の重量は対象から除く。

③ 共同乾燥調製施設大口・新規利用対策

事 業 費
目 的

補助内容

3,000,000円
農業経営の維持・拡大のため、大型農機の購入（リース含む）に対し助
成を行い、農家の負担軽減を図る。
・トラクター20ps以上、乗用田植機５条値以上、コンバイン３条刈以上、
その他200万円以上の農業機械（※乾燥機を除く）新車購入を対象と
する。
・本体価格の8％を助成する。（消費税除く）
・助成対象の上限は１機械につき50万円とする。
・国、県、市、JAグループの補助対象となった場合は補助金控除後の販
売価格に対し4％を助成する。

④ 大型農機購入対策

事 業 費
事 業 量
目 的

補助内容

2,000,000円
100ha
転作作物の定着化と転作面積の達成を目的に、戦略作物の作付けに対し
助成する。
・戦略作物を作付けしJA白山に生産物を出荷したものに対し、2,000円
/10aを助成する。ただし、中山間地のそばでJAへ刈取・調製を委託
した場合は2,000円/10aを別途助成する。
・戦略作物（麦、大豆、そば）とする。　※麦・大豆種子合格面積は除く。

⑤ 転作作物対策〈転作作物作付対策〉

事 業 費
事 業 量
目 的
補助内容

2,000,000円
パイプハウス５棟（一般基準）
ハウス栽培により周年の出荷を促進し、販売量の確保と所得向上を図る。
・野菜・花卉を生産・出荷する目的で、新規にパイプハウス購入者に対し、
ハウス購入資材費の50％を助成する。
・水耕栽培の取組みに対し資材購入費の20％を助成する。

⑥ 産直園芸作物作付拡大対策〈園芸ハウス補助対策〉

事 業 費
目 的

補助内容

1,000,000円
鳥獣害被害を最小限に防ぐため、防護資材（電気柵、防草シート、
フェンス）の一部を助成する。鳥獣害被害防止のためのワナ免許の
取得を支援する。
・電気柵及び防草シートは購入価格の30％、フェンス資材は購入価
格の５％、ワナ免許取得費は半額を助成する。

〈鳥獣害対策〉
⑦ 鳥獣害対策及び不耕作地・耕作放棄地再生対策事業



9 8平成29年3月発行　JAだよりJAだより　平成29年3月発行

蝶
屋
支
店

◎
大
西

　
愼
一

（
〜
Ｈ
29・６・16
）

◎
小
倉

　
　
勇

○
北
野
外
茂
夫

中

　
　
正
紀

角
田

　
栄
一

紺
多

　
秋
美

西
田

　
　
勉

梨
木

　
通
子

中
西

　
義
孝

吉
倉

　
陽
子

藤
田

　
清
人

西
田

　
孝
義

藤
川

　
早
苗

中
山
久
美
男

吉
田

　
和
子

北
村

　
幸
夫

以
上
15
名

つ
る
ぎ
支
店

（
蔵
山
地
区
）

◎
竹
内

　
茂
男

○
中
村

　
信
夫

田
中

　
　
聡

中
村

　
泰
子

宮
下

　
豊
樹

西
多

　
正
子

幸
田

　
昭
郎

村
上

　
康
則

中
田

　
米
子

早
崎

　
長
人

竹
内

　
恵
子

作
田

　
正
博

徳
田

　
幸
陽

戸
田

　
初
枝

小
西

　
雅
和

以
上
15
名

（
舘
畑
地
区
）

◎
村
岸

　
　
聡

○
中
出

　
　
昭

藤
田
由
紀
子

林

　
賢
一
郎

西
本

　
昭
夫

寺
田

　
昭
夫

北
川

　
悦
子

藤
田
喜
代
子

北
田
由
美
子

篠
原

　
　
優

村
田
能
里
子

原

　
　
栄
治

松
田

　
正
滋

以
上
13
名

（
林
地
区
）

◎
玉
屋
和
喜
夫

○
北
村

　
静
江

北
田

　
英
治

北
西

　
留
美

小
倉

　
和
己

村
本

　
良
生

田
村
眞
由
美

藤
田

　
昭
夫

吉
田

　
　
浩

界

　
　
信
好

片
山

　
里
美

大
田

　
徳
重

以
上
12
名

大
神
支
店

◎
木
滑

　
　
亘

○
朽
木

　
定
昭

澤

　
　
和
美

駒
井

　
吉
則

辻

　
比
外
美

高
畠

　
政
親

山
口

　
博
美

山
本

　
寛
美

山
下

　
新
作

中
山

　
育
子

眞
田

　
広
美

小
林

　
雄
二

藤
田

　
和
久

北
川

　
聡
司

山
本

　
文
雄

野
﨑
瑠
璃
子

道
念

　
歳
郎

内
藤

　
良
一

以
上
18
名

手
取
支
店

（
鳥
越
地
区
）

◎
田
原
広
意
知

○
辻

　
　
誠
司

谷
口

　
政
信

澤

　
　
数
彦

村

　
　
真
弓

重
田

　
哲
郎

三
井
恵
一
朗

中
西

　
　
勇

橋
爪

　
幸
子

中
村

　
久
夫

東

　
　
保
之

島
田

　
康
隆

中
山

　
正
吉

中
川

　
典
子

橋
場

　
忠
幸

水
上

　
智
紀

沢

　
　
信
義

阿
垣

　
一
廣

中
田

　
宗
隆

津
田

　
充
隆

鈴
木

　
孝
作

南
川

　
孝
守

村
上

　
英
作

山
越

　
久
則

源

　
真
梨
子

川
崎

　
　
肇

岩
本

　
　
昇

以
上
27
名

（
吉
野
谷
地
区
）

◎
横
河

　
利
博

○
得
永

　
憲
一

西
山

　
喜
一

山
田
真
二
郎

髙
山

　
　
昇

土
井
川
誠
一

木
村

　
　
要

徳
田

　
栄
一

橋
本
真
理
子

吉
本

　
重
光

以
上
10
名

（
尾
口
地
区
）

◎
上
田

　
正
敏

○
山
本

　
由
則

山
﨑
知
江
子

炭
谷

　
正
樹

山
﨑

　
正
親

山
口

　
栄
一

坪
田

　
純
雄

以
上
７
名

白
峰
支
店

◎
山
口

　
幸
一

○
山
下

　
恵
信

江
渕
美
代
子

加
藤

　
康
志

風
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代表監事　今　村　文　雄
常勤監事　奥　谷　英　喜
監　　事　森　　　良　次
監　　事　中　村　弘　仁
員外監事　本　田　英　夫

Ｊ
Ａ
白
山
監
事
会

情報提供受付窓口情報提供受付窓口
監事室 常勤監事　奥谷　英喜　

住　所 〒920－2154
白山市井口町に62番地１

電話番号 ☎076 -272 -3333

※お電話での情報提供は、平日の午前9時
　～午後3時までにお願い致します。

※ご厚意による情報提供であっても、誹謗・中
傷に類似する内容のものは受付致しません
ので、予めご理解下さい。
※ご提供頂きました情報の内容、ご提供者名等
につきましては、個人情報保護法、当組合の
定款、要領に基づき厳重に管理するとともに、
秘密を厳守致します。
※尚、当JAの職員等による業務に関する一般
的な苦情につきましては、総務部へご連絡下
さい。（☎272－3333）

　当JAの監事会は、経営の健全な
発展に資するため、監事監査規程（第
７条）に基づき、理事がその職務を
遂行する上で、JAにとって不適切
な経営行為と思われる情報提供を組
合員の皆様方より広く求めており
ます。
　当JAの理事の組合経営について
気になる行為や不適切な行為、法令
もしくは定款に違反を疑わせる行為
など、見たり聞いたりした事柄があ

りましたら、お電話または封書にて
監事室までご連絡下さいますようお
願い致します。

理事の職務に関する組合員からの
情報提供受付窓口のご案内

◎委員長　○副委員長
定数●１２５名　任期●平成29年2月7日～平成32年2月6日

新たな支店運営委員が選任されました新たな支店運営委員が選任されました
組合員の意思を反映した事業運営と

地区のニーズに即した支店運営を目指します
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　～午後3時までにお願い致します。

※ご厚意による情報提供であっても、誹謗・中
傷に類似する内容のものは受付致しません
ので、予めご理解下さい。

※ご提供頂きました情報の内容、ご提供者名等
につきましては、個人情報保護法、当組合の
定款、要領に基づき厳重に管理するとともに、
秘密を厳守致します。

※尚、当JAの職員等による業務に関する一般
的な苦情につきましては、総務部へご連絡下
さい。（☎272－3333）

　当JAの監事会は、経営の健全な
発展に資するため、監事監査規程（第
７条）に基づき、理事がその職務を
遂行する上で、JAにとって不適切
な経営行為と思われる情報提供を組
合員の皆様方より広く求めており
ます。
　当JAの理事の組合経営について
気になる行為や不適切な行為、法令
もしくは定款に違反を疑わせる行為
など、見たり聞いたりした事柄があ

りましたら、お電話または封書にて
監事室までご連絡下さいますようお
願い致します。

理事の職務に関する組合員からの
情報提供受付窓口のご案内

◎委員長　○副委員長
定数●１２５名　任期●平成29年2月7日～平成32年2月6日

新たな支店運営委員が選任されました新たな支店運営委員が選任されました
組合員の意思を反映した事業運営と

地区のニーズに即した支店運営を目指します
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白山農業協同組合 本店 総務部 総務課 臨時採用担当係
〒920－2154  白山市井口町に６２番地１  TEL（０７６）２７２－３３３３

この件に関する
お問い合わせ先

■就業場所 JA白山営農経済センター（白山市井口町は７番地１）
■採用予定人数 若干名
■雇用形態 臨時職員（正職員への登用実績有）
■雇用期間 採用日～平成30年3月31日（１年ごとに更新あり）  

※採用日については応相談
■職　　種 農業関連業務（農作業、農業事務、農業施設運営、出

荷、配送）
■給　　与 平均月給20万円～25万円
 農業に関する経験・能力を考慮
■休　　日 週休２日（勤務カレンダーによる）、
 年末年始（12月31日～1月3日）

■就業時間 原則、8時30分～17時15分（休憩60分、実働7時間45分）
■そ の 他 年次有給休暇（正職員に準ずる）
■待　　遇 各種社会保険加入、賞与年２回、交通費支給（当組合

規程による）、その他福利厚生あり
■応募資格 高校卒業以上、農業・農作業経験者優遇、普通自動車

免許（AT限定は不可）
 年齢は40歳迄
■応募方法 本店臨時採用担当係まで下記応募書類を持参または

郵送にて提出してください。
■応募書類 履歴書（写真貼付）、職務経歴書
■選考方法 書類選考、面接

第２次農業振興計画における農業生産の拡大と今後の若年層育成のため、次の項目について人材を募集しています。

JA職員の臨時募集について求む!農業経験者

採用に関するお問い合わせ先

職職員員募募集集
●応募人数
　若干名(10名程度)
●職　種
　総合職：営農、経済、信用、共済、総務（営業

または事務全般）
　技術系専門職：自動車・農業機械の整備、農産物

直売所
●学　歴
　大学・短大・専門学校卒　
●学部等
　全学部全学科
●応募資格

①短期大学、専門学校卒業・卒業見込者
　平成7年4月2日～平成10年4月１日迄に生ま

れた方
②大学卒業・卒業見込者 
　平成5年4月2日～平成8年4月1日迄に生まれ

た方
●願書受付期間
　平成29年5月15日（月）～5月24日（水）必着
●願書受付場所
　〒920-2154  石川県白山市井口町に62番地1
　白山農業協同組合本店総務部総務課
　平成30年度新規採用 担当
●選考日時

①1次選考会
　平成29年6月1日（木） 午後2時
　（一般常識・作文・適性検査）

■募集要項　平成30年度職員採用について
②2次選考会
　平成29年6月9日（金） 午後2時
　（役員面接）
●応募書類

履歴書（学校指定用紙、自筆、3 ヶ月以内に撮影した
写真添付）
卒業見込証明書・学業成績証明書（後日送付可）
健康診断書（学校指定医又は公立病院の診断書）
●選考場所
　白山農業協同組合本店
●方　針

①JA白山は、協同と相互扶助を基本とし、組合
員及び地域社会への貢献活動を推進し、明る
く誠実で、目標に向かって積極的に取り組む
ことの出来る人材を採用する。

②JAの即戦力として業務上で早期の活躍を期待
出来る者、又は公的資格等を所持する専門実
務者を職員として採用する。（含既卒者）

●募集案内について
次の媒体等を通じて募集案内を行っています。時
期や時間等は変更する場合がありますが、最新情
報は当ホームページで掲載していますので確認し
てください。また、応募受付済の方には随時連絡
を行いますので、早めにエントリーを済ませるこ
とをお勧めします。
就職支援サイト「アイバック」
ＪＡ白山ホームページ
本支店窓口

平成30年度採用についてわからない点や疑問に思うことがありましたら遠慮
なくお問い合わせください。（受付時間：平日午前9：00 ～午後5：00）

無料税務相談会 要予約
ご希望の方は、ご予約を
お願い致します。

お問い合わせ・お申込先

TEL272－3333
FAX273－0690

（担当／総務課 小坂）

●開催日時 平成29年4月25日（火）
 午前９時～12時
●開催場所 JA白山  本店

〒920-2154  石川県白山市井口町に62番地1
白山農業協同組合本店総務部総務課 平成30年度新規採用 担当  藤本
TEL：(076)272－3333(代)　Mail：soumu@hakusan.is-ja.jp

ＨＰ：https://www.ja-hakusan.jp/
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出来る者、又は公的資格等を所持する専門実
務者を職員として採用する。（含既卒者）

●募集案内について
次の媒体等を通じて募集案内を行っています。時
期や時間等は変更する場合がありますが、最新情
報は当ホームページで掲載していますので確認し
てください。また、応募受付済の方には随時連絡
を行いますので、早めにエントリーを済ませるこ
とをお勧めします。
就職支援サイト「アイバック」
ＪＡ白山ホームページ
本支店窓口

平成30年度採用についてわからない点や疑問に思うことがありましたら遠慮
なくお問い合わせください。（受付時間：平日午前9：00 ～午後5：00）

無料税務相談会 要予約
ご希望の方は、ご予約を
お願い致します。

お問い合わせ・お申込先

TEL272－3333
FAX273－0690

（担当／総務課 小坂）

●開催日時 平成29年4月25日（火）
 午前９時～12時
●開催場所 JA白山  本店

〒920-2154  石川県白山市井口町に62番地1
白山農業協同組合本店総務部総務課 平成30年度新規採用 担当  藤本
TEL：(076)272－3333(代)　Mail：soumu@hakusan.is-ja.jp

ＨＰ：https://www.ja-hakusan.jp/
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（平成２９年１月末実績参考）
組合員数 6,609名（団体含）

68,273百万円
17,832百万円

2,270.2億円

● 貯金残高
● 貸出金残高 
● 長期共済保有高 

1,844,434千円
106,182千円

138名

● 購買品供給高
● 販売品取扱高
■ 職員数（パート除く） 

豊かな自然・・・そして ふれあいJA白山
広 報
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